
ら
に
は
地
域
産
業
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

交
通
に
お
け
る
安
全
・
安
心

の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
す
。

踏
切
に
つ
い
て
は
、
踏
切
事
故

が
依
然
約
１
日
に
１
件
、
約
４

日
に
１
人
死
亡
す
る
ペ
ー
ス
で

発
生
す
る
な
ど
踏
切
の
安
全
確

保
が
急
務
で
す
。
そ
の
た
め
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
幅
広

な
対
策
を
取
り
込
ん
だ
計
画
的

な
踏
切
対
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
資
本
整
備

に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
制

約
の
下
、
限
ら
れ
た
予
算
を
最

も
効
果
的
に
活
用
す
る
「
賢
く

投
資
・
賢
く
使
う
」
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
へ
転
換
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
高

い
事
業
を
厳
選
し
、
重
点
投
資

（
「
賢
く
投
資
」
）
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

今
春
開
通
予
定
の
東
九
州
自
動

車
道
の
椎
田
南
Ｉ
Ｃ
～
豊
前
Ｉ

Ｃ
間
の
開
通
に
よ
り
、
宮
崎
と

北
九
州
が
直
結
す
る
こ
と
は
、

移
動
時
間
の
短
縮
な
ど
生
産
性

の
向
上
等
大
き
な
経
済
効
果
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
既
存
施
設
を
知
恵
と

工
夫
に
よ
り
最
大
限
活
用
す
る

「
賢
く
使
う
」
姿
勢
が
重
要
で

す
。
例
え
ば
、
首
都
圏
の
高
速

道
路
に
お
け
る
新
た
な
料
金
体

系
の
導
入
や
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

を
活
用
し
た
効
率
的
な
道
路
利

用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
大
都
市
圏
環
状
道
路
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
に
、
圏
央
道

の
境
古
河
Ｉ
Ｃ
～
つ
く
ば
中
央

Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
す
る
こ
と
で
、

湘
南
か
ら
成
田
空
港
ま
で
接
続

さ
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
着

実
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。新

し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
、
大
い

な
る
発
展
の
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
国
土
交
通
大
臣
年
頭
挨
拶
よ

り
抜
粋
）
．

が
明
確
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

全
体
の
約
７
割
で
開
通
済
み
又

は
開
通
見
通
し
が
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
釜
石
は
、

平
成
30
年
度
に
花
巻
と
高
速
道

路
で
結
ば
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
、
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
り
水
害
・
土
砂
災
害
の
頻
発

化
・
激
甚
化
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
加
え
て
、
切
迫
す
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直
下

地
震
な
ど
大
規
模
な
地
震
・
津

波
災
害
や
火
山
災
害
等
に
も
備

え
る
た
め
、
防
災
・
減
災
、
老

朽
化
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
や
首
都
直
下
地
震
に
対
し

て
は
、
「
国
土
交
通
省
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
計
画
」
及

び
「
国
土
交
通
省
首
都
直
下
地

震
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
想

定
さ
れ
る
地
震
ご
と
の
被
害
特

性
に
合
わ
せ
、
避
難
路
・
避
難

場
所
の
整
備
、
公
共
施
設
の
耐

震
化
、
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震

化
や
不
燃
化
、
道
路
啓
開
体
制

の
確
保
、
緊
急
輸
送
道
路
等
に

お
け
る
無
電
柱
化
等
、
実
効
性

の
あ
る
対
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

我
が
国
の
社
会
資
本
は
、
高

度
成
長
期
以
降
に
集
中
的
に
整

備
さ
れ
、
今
後
点
検
・
診
断
、

修
繕
・
更
新
と
い
っ
た
老
朽
化

対
策
が
必
要
と
な
る
施
設
が
急

速
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
国
土
交
通
省
イ

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
」
に
基

づ
き
、
計
画
的
に
点
検
・
診
断

や
修
繕
・
更
新
な
ど
を
行
い
、

世
界
に
先
駆
け
て
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
産
業
の
育
成
・
活
性
化
、
さ

平
成
28
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
10
月
に
第
３
次
安
倍
改

造
内
閣
が
発
足
し
、
国
土
交
通

大
臣
を
拝
命
し
ま
し
た
。
今
年

も
国
土
交
通
行
政
に
対
す
る
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
、
９
月
の
関

東
・
東
北
豪
雨
な
ど
、
多
く
の

自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
被

災
地
の
皆
様
が
、
１

日
も
早
く
元
の
暮
ら

し
を
取
り
戻
し
て
頂

け
る
よ
う
、
引
き
続

き
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。今

年
、
国
土
交
通

省
は
発
足
か
ら
15
年

を
迎
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
糧
と
し
、
新
し
い
時
代
へ
の

挑
戦
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
私
は
、
国
土
交
通
省

の
強
み
で
あ
る
現
場
力
を
し
っ

か
り
活
か
し
て
、
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
、

住
宅
再
建
、
高
台
移
転
な
ど
の

取
組
を
一
段
と
加
速
し
て
ま
い

り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
が
昨
年
３
月

に
全
線
開
通
し
た
ほ
か
、
復
興

道
路
・
復
興
支
援
道
路
に
つ
い

て
は
、
順
次
、
開
通
予
定
年
次

れ
ぞ
れ
の
地
方
に
あ
っ
た
社
会

資
本
の
整
備
を
充
実
さ
せ
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
生
活

を
お
く
れ
る
よ
う
に
解
決
し
て

い
く
事
が
、
政
治
の
責
任
と
使

命
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
だ
全
国
各
地
に
は
、
高

規
格
幹
線
道
路
を
は
じ
め
、
地

域
活
動
に
欠
か
せ
な
い
生
活
道

路
な
ど
の
道
路
整
備
を
求
め
る

声
が
、
ま
だ
ま
だ
絶
え
る
こ
と

な
く
溢
れ
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
り
ま
す
。

「
地
方
の
元
気
が
日
本
の
元

気
」
で
す
。
我
々
は
当
会
議
の

設
立
趣
旨
で
あ
る
、
「
道
路
整

備
を
積
極
的
に
推
進
し
、
国

民
生
活
の
安
定
向
上
を
期

す
」
と
言
う
目
的
実
現
に
一

層
邁
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
に
寄
与
し
、
地
方
か
ら

着
実
に
日
本
が
元
気
な
国
に

な
る
事
を
目
指
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
政
治
信
条
と
し
て

「
至
誠
通
天
」
を
貫
い
て
お

り
ま
す
｢

至
誠
通
天｣

と
は


誠
を
貫
け
ば
天
に
も
通
じ
る
、

一
つ
一
つ
の
課
題
に
誠
実
に
取

り
組
み
努
力
す
れ
ば
必
ず
叶
う

と
言
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
「
至
誠
通
天
」
の

精
神
を
も
っ
て
、
国
民
の
豊
か

な
生
活
実
現
の
た
め
、
公
共
事

業
の
重
要
性
、
特
に
道
路
の
重

要
性
・
必
要
性
を
強
く
訴
え

て
、
「
地
域
を
支
え
る
道
路｣



「
真
に
必
要
な
道
路
」
の
整
備

を
求
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
今
年
一
年
皆
様
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
年
の
幕
開
け
に
当
た

り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。当

会
議
の
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
て
、
初
め
て
の
新
年
を

迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

に
て
輝
か
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
運
営
及

び
諸
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
格

別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
な
の
か
、
地
球
の
戒
め
な
の

か
、
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で

相
次
ぎ
、
多
く
の
国
民
が
被
害

に
あ
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
改
め

て
、
被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

５
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
被
災
現
場
の
復
興
状
況

は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
以
上
時
間
を
無
駄

に
す
る
こ
と
な
く
、
具
体
的
に

復
興
作
業
を
加
速
し
て
い
く
事

が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
、
被
災
者
の
強
い
前
向

き
な
心
に
甘
え
て
い
る
わ
け
に

は
参
り
ま
せ
ん
。

私
は
30
有
余
年
の
政
治
活
動

を
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。
今

後
と
も
国
の
平
和
、
国
民
の
安

寧
、
と
り
わ
け
心
の
豊
か
さ
や

感
謝
の
心
を
大
切
に
子
ど
も
達

が
夢
を
育
み
、
実
現
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
社
会
資
本

の
整
備
は
生
活
の
向
上
と
安
心

・
安
全
社
会
の
実
現
、
さ
ら
に

は
地
方
の
活
力
を
生
み
出
す
た

め
に
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ

道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
代

替
性
確
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

な
ど
に
よ
る
国
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
、
道
の
駅
や
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
等
の
活
用
に
よ
る
拠
点

の
形
成
や
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
地
域
・
拠
点
の
連
携
確

保
な
ど
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
な
ど
に
よ
る
国
際
競
争
力
の

強
化
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
。

は
、
１
兆
６
，
６
３
７
億
円

（
対
前
年
比
１
・
０
０
）
で
、

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の

緊
急
整
備
を
始
め
と
す
る
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
加
速
、

し
た
。

平
成
28
年
度
道
路
関
係
予
算

昨
年
12
月
24
日
に
、
政
府
は

平
成
28
年
度
予
算
を
閣
議
決
定

の
確
保

③
物
流
の
効
率
化
を

支
援

④
工
場
立
地
の
促
進

⑤
奥
三
河
地
域
へ
の

日
帰
り
観
光
圏
が
拡

大⑥
大
規
模
災
害
時
の

早
期
復
旧
へ
の
貢
献

⑦
大
規
模
更
新
工
事

に
よ
る
交
通
へ
の
影

響
を
軽
減

れ
る
。

【
開
通
日
】

平
成
28
年
２
月
13
日
（
土
）
15

時【
開
通
区
間
】

新
東
名
高
速
道
路
（
浜
松
い
な

さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
豊
田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

／
約
55
㎞

【
開
通
効
果
】

①
東
名
の
慢
性
的
な
渋
滞
が
大

幅
に
緩
和

②
所
要
時
間
の
短
縮
と
定
時
性

の
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
豊

田
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
が
２
月
13
日(

土)

15
時
に
開
通
す
る
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
新
東

名
高
速
道
路
は
、
２
０
１
２
年

に
開
通
し
て
い
る
御
殿
場
Ｊ
Ｃ

Ｔ
か
ら
浜
松
い
な
さ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と

合
わ
せ
延
長
約
２
０
０
㎞
が
開

通
し
、
こ
の
間
で
東
名
高
速
道

路
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
名
高
速
の

渋
滞
緩
和
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
に
よ
る
信
頼
性
の
向

上
、
日
本
の
大
動
脈
と
し
て
の

三
大
都
市
圏
の
連
携
強
化
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
沿
線
で
は
、
工
場
用

地
・
工
業
団
地
な
ど
の
企
業
立

地
の
促
進
や
、
奥
三
河
地
域
へ

の
日
帰
り
観
光
圏
域
の
拡
大
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
が
２
月

中
の
開
通
を
目
指
し
て
建
設
を

進
め
て
き
た
新
東
名
高
速
道
路
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